
　　　根室市には，総合文化会館や図書館，青少年センター

　　など，みんなのための大切な施設がたくさんあります。

　　　これらの施設は，わたしたち根室市民の「住みよいまち

　　に」という願いによってつくられたものです。

　　　これまで学習してきたように，ごみがきちんと集めら

　　れたり，下水道が整備されるようになったりと，だんだ

　　ん住みよいまちになってきました。

　　　このように，わたしたちのまわりは少しずつくらしや

　　すくなってきました。市では，いろいろな計画を立てな

　　がら，住みよい根室市をつくる仕事を進めています。

（１）人々の願いと市役所・市議会

　　　「安全で，安心して遊べる公園がほしい。」「話し合

　　いやサークル活動をする部屋がほしい。」など，わたし

　　たちのまわりには，いろいろな願いがあります。　

　しかし，市の人た

ちの願いだけでは，

決して実現するもの

ではありません。市

の人たちの願いが集

まり，それを実行す

るのが市役所です。

し  せつ

せい  び
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　市　役　所

　　　市役所には，市長をはじめとして，大ぜいの人たちが

　　それぞれの係に分かれて，仕事をしています。道路を整

備したり，学校を建てた

り，総合文化会館などの

市の施設を建てたりして

います。住みよい市をつ

くるため，いろいろな仕

事を分担しています。  

　市　議　会

　　　市の人たちの願いは，市議会で話し合って決めます。

　　市長や市議会の議員は，せんきょによってえらばれます。

　　　市の仕事の先頭に立つ市長は，仕事の計画を立て，そ

れを市議会に提案します。

　議員は，出された計画

を市の人たちの立場にな

って考えます。

　　　市議会で決まると，市役所では，それをするためのく

　　わしい計画を立てます。
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　　　市役所が仕事をするためには，たくさんのお金がかか

　　りますが，そのお金は，市民がおさめる税金や，国・北

　　海道からのえんじょでまかなわれます。

（２）総合文化会館などの施設

　根室市総合文化会館（根室市公民館）

　　　根室駅から東の方へ歩いて行くと，根室市総合文化会

　　館があります。総合文化会館に，映画を見に行ったり，

　　音楽の発表会に出た人もいることでしょう。

　ふだん総合文化会館がどのように利用され

ているのか，くわしくわからない人もいると

思います。

　そこで，総合文化会館の利用の仕方を調べ

　　　　　るための計画を立てましょう。

ぜいきん



○調べること

　・どんな設備や部屋があるか

　・部屋ではどんなことをしているか

　・どのような人たちが利用しているか

○調べ方

　・グループごとにたんけんする

　・部屋を利用している人に聞く

　・文化会館の人に聞く

○まとめ方

　・発見したことをたんけんノートに書き，あとでノー

　　トにまとめる

○もちもの

　・たんけんカード

　・ひっき用具

　※テープレコーダー

　※カメラ

　みんなの総合文化会館

　　げんかんを入ると，案

　内板があります。その日

　に，どの部屋で，どんな

　ことが行われるかが書か

　れています。

総合文化会館たんけん計画

あん

ない ばん



　　また，館内には次のような設備があります。

・たくさんの人が一度に入

　ることができる。

・音をよく聴かせるために，

　かべや天じょうが変わっ

　た形をしている。

・ものすごく広い。

・小さい子どもたちの遊び場

・積木やおもちゃの車

・お父さん，お母さんたち

　も安心して利用できる。

・ガスや電子レンジ，水道

　など，料理をするための

　設備がととのっている。

・お皿やほうちょうなど，

　道具もたくさんある。

・たくさんの人が一度に利

　用できる。

かん ない

◎大ホール

◎幼　児　室

◎実　習　室



　 　根室市図書館

　　　学校で調べた

　　いことがあって

　　も，図書室にそ

　　の本がないこと

　　があります。そ

　　んなときには，

　　根室市図書館へ

　　行くと自分の見たい本があります。図書館へ行って，図

　　書館のことについて調べてみましょう。

　　　図書館には，本がたくさんありました。しかし，自分

　　の探している本がどこにあるのかわかりませんでした。

　　そこで，図書館の人に探している本がどこにあるのか聞

　　いてみました。そして，図書館司書のみなさんの仕事に

　　ついても聞いてみることにしました。

《図書館司書の方のお話》

　Q　図書館司書ってどんな仕事ですか？

　　　「図書館司書は，図書館全般の仕事をします。カウン

　　ターで本の貸し出しや返却を受け付けたり，本を探した

　　り，調べ物のお手伝いをしたりします。何かぎもんに思

　　ったことがあったら，ぜひ図書館に来てください。ほか

　　にも，お話会やみなさんの学校へ行って読み聞かせをし

　　ます。さらに，図書館に入れる本を選んで，整理をして

　　貸し出ししています。」

さが

さが

し　しょ

ぜんぱん

て　つだ

う　　　  つへんきゃく

えら せい　り



　QQ　本はどのように探したらいいですか？

　「図書館の入り口の近くに，

タッチパネルがあります。こ

れを使えば題名や作者，キー

ワードなどで本を探すことが

できます。もし，使い方がわ

からなかったり，本が見つか

らないときは，いつでも言っ

てください。」

図書館を利用している人

　図書館には，本を読んでい

る人，親子で来ている人，調

べ物に来ている人，本を探し

に来ている人，新聞やざっし

を見ている人など，いろいろ

な人がいました。

　 図書館にはたくさん本がありますが，本だけではなく，

ゆっくり本を読むところや，ビデオやＤＶＤを視聴できる場

もありました。

だい めい

しちょう



ゆた

い　じ

大地みらい・あすなろ がみんなのところに

　図書館バス「あすなろ号」

には，約２，０００冊もの

本や紙芝居，ビデオを乗せ

て根室の町中を周り，本の

貸し出しを行っています。

　 　根室市青少年センター

　　　根室高等学校のとなり

　　に，根室市青少年センタ

　　ーがあります。この広い

　　体育館では，スポーツの

　　練習をしたり，大会が開

　　かれたりしています。総

　　合文化会館（公民館）は文化的なくらしを豊かにする施

　　設ですが，青少年センターは運動のための施設です。こ

こでは，スポーツを楽し

んだり，市民の健康維持

のためのトレーニングセ

ンターとしても使われて

います。

　青少年センターのとな

りには，根室市営球場が

　　あり，多くの人に利用されています。

さつ

かみしば　い

まわ



きょうえい

　 　根室市温水プール  

　　　　　　　　　　　　　　　　　根室市総合文化会館の

　　　　　　　　　　　　　　　　南側に，根室市温水プー

　　　　　　　　　　　　　　　　ルがあります。小学生は，

　　　　　　　　　　　　　　　　毎年体育の水泳学習で利

　　　　　　　　　　　　　　　　用しています。競泳用の

　　　　　　　　　　　　　　　　２５ｍプール，低学年用

　　　　　　　　　　　　　　　　の１７ｍプール，幼児用

　　　　　　　　　　　　　　　　の１０．５ｍプールの３

　　種類があります。

　　　また，トレーニングルームがあり，市民の健康維持の

　　ためにも利用されています。

　 根室総合運動公園

　　　北斗小学校から見て南

　　西の方向に，根室総合運

　　動公園があります。テニ

　　スコート，河畔グラウン

　　ド，パークゴルフ場，サ

　　ッカー・ラグビー場，冬

　　に利用するスケートリン

　　クなどがあります。



　　　日本の地図を見ると，わたしたちが住んでいる北海道

　　は北の方にあります。

　　　日本は，東京都，北海道，大阪府，京都府と４３の県

　　でできています。これを「４７都道府県」（１都・１道

　　・２府・４３県）といいます。

　　　わたしたちが住む根室は，北海道の東の方にあります。

　　　北海道には，約１７０の市町村があります。根室のこ

　　とだけでなく，ほかの市町村の様子についても調べてみ

　　ましょう。   

おお さか ふ



（１）北海道の農業のさかんな地いき　　　　　　　　　　       

　　　北海道には，広い平野や盆地，

　　台地があり，平地にめぐまれています。ですが，冬の気

　　温がとても低いなど，きびしい自然環境の中にあります。

　　　しかし，生産者の様々な工夫によって，作物がつくら

　　れています。地いきの気候や立地条件などに合わせた土

　　地利用型農業や，近代的な農業技術を取り入れ，安定し

　　た生産を続け，稲作，畑作，酪農，肉用牛などを中心と

　　した北方型農業などが行われています。
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　　　耕地面積は，１１５万haと全国の２５％を占めていま

　　す。（平成２４年度）特に，ジャガイモや小麦，テンサ

　　イなどの生産量は日本一です。また，生乳生産量は全国

　　の約４０％をしめています。

　　　稲作は，空知や上川を中心に行われ，「ゆめぴりか」

　　や「ほしのゆめ」といった米がつくられています。畑作

　　は余市町や仁木町の果樹，オホーツクのタマネギ，トウ

　　モロコシ，十勝の小豆等の豆類なども有名です。幌加内

　　町のソバ，名寄市のアスパラガス，和寒町のカボチャ，

　　音更町のニンジンなどは生産量日本一です。

　　　酪農は十勝や釧路，根室を中心に行われています。根

　　室管内は牧草地の面積が道内でも広く，特に別海町では

　　酪農がさかんに行われています。

                         

（２）北海道の漁業のさかんな地いき
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　　　北海道は日本海，太平洋，オホーツク海の３つの大き

　　な海にかこまれ，大小２００以上の漁港で，いろいろな

　　　　　　　　　　　　種類の魚が水あげされます。とれ

　　　　　　　　　　　　る魚の量もたくさんあり，北海道

　　　　　　　　　　　　の漁業生産量は全国の約４分の１

　　　　　　　　　　　　をしめています。また，漁業の仕

　　　　　　　　　　　　事をしている人も日本一です。わ

　　　　　　　　　　　　たしたちの住む根室市は，北海道

　　で一番水あげ量が多く，さんまやこんぶ，ホタテ，カニ

　　などが水あげされます。

　　　ほかの漁港でも，イワシやサケ，マス，スケソウダラ，

　　いか，ホッケなどたくさんの種類の水産物が水あげされ

て　　　　　　　　　　　ています。特に，ホッケやスケソ

　　　　　　　　　　　　ウダラなどは，全国の９０％以上

　　　　　　　　　　　　を北海道で水あげしており，こん

　　　　　　　　　　　　ぶ，ホタテ，サケなども全国で一

　　　　　　　　　　　　番とれます。また，とれた魚を加

　　　　　　　　　　　　工して，全国各地につくった製品

　　を輸送しています。

　　　根室市のさんまやサケを使ったさんま・サケのフレー

　　クやかんづめ，紋別市の水産物をすり身にしてつくった

　　あげかま，函館市でとれるいかを使ったチーズいかなど，

　　ほかにもいろいろな種類の製品が全国に向けて，販売さ

　　れています。
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（３）北海道の工業のさかんな地いき

　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道には，いろいろ

　　　　　　　　　　　　　　　　な工場があります。釧路

　　　　　　　　　　　　　　　　市のパルプ・製紙工場，

　　　　　　　　　　　　　　　　苫小牧市の自動車部品工

　　　　　　　　　　　　　　　　場，室蘭市の鉄鋼，セメ

　　　　　　　　　　　　　　　　ント工場，千歳市の食品

　　　　　　　　　　　　　　　　工場，札幌市のビール・

　　　　　　　　　　　　　　　　乳製品工場などです。各

　　地の工場で，地いきの特色に合わせた工業製品がつくら

　　れています。

　　　特に，釧路市・室蘭市・

　　苫小牧市の３都市は工業が

　　発達していて，北海道の三

　　大工業都市と言われていま

　　す。また，苫小牧市・室蘭

　　市・千歳市の３つの工業が発達した都市をＪゾーンと言

　　います。工業がさかんな都市は，海岸ぞいなどの交通の

　　便利なところに多いこともわかります。

　　　　　　　　　　　　ほかにも，各地に工場があります。

　　　　　　　　　　　函館市の造船工場，旭川市の家具工

　　　　　　　　　　　場，帯広市の菓子工場などです。

　　　　　　　　　　　　北海道の工業製品は，地元でとれ

　　　　　　　　　　　る豊富な食材を使った食品工場や，

　　　　　　　　　　　自然豊かな森林・山地の木材を加工
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　　　　　　　　　　　　　　　する工場などが多く見られ

　　　　　　　　　　　　　　　ます。農業や林業などと合

　　　　　　　　　　　　　　　わせて，工業が発達してい

　　　　　　　　　　　　　　　ることが考えられそうです。

              　　　　　　 

       

（４）北海道の交通の様子

　　　北海道は，ほかの都

　　府県よりも広大な面積

　　を有しており，都市間

　　の距離が長くなってい

　　るのが特徴です。それ

　　ぞれの都市は，道路や

　　鉄道などで結ばれてい

　　ます。

　　　鉄道や道路は年々開発が進んでいます。道路では，高

　　速道路が新しくつくられたり，道の整備が行われ，雪が

　　降っても安全に通ることができるようになってきました。

　　鉄道は，１９８８年に北海道と本州を結ぶ，青函トンネ

　　ルが完成しました。これにより，悪天候で船や飛行機が

　　使えなくても，人やものを運べるようになりました。

　　　また，本州と北海道を新幹線で結ぶ計画も進んでいま

　　す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　新青森駅と新函館北斗

　　　　　　　　　　　　　　　　駅間を結ぶ北海道新幹線

　　　　　　　　　　　　　　　　は，２０１６年（平成２

　　　　　　　　　　　　　　　　８年）３月に開業する予

　　　　　　　　　　　　　　　　定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに，新函館北斗駅

　　　　　　　　　　　　　　　　と札幌駅間も２０１２年

　　　　　　　　　　　　　　　　度（平成２４年度）に認

　　　　　　　　　　　　　　　　可・着工され，２０３５

　　　　　　　　　　　　　　　　年度までの開業が予定さ

　　　　　　　　　　　　　　　　れています。

　　　また，飛行機やフェリーを使った移動も行われます。

　　飛行機は新千歳空港をはじめとして，たんちょう釧路空

　　港，根室中標津空港など１４の空港から，北海道の各都

　　市や本州，海外へと短時間で行くことができます。フェ

　　リーは，苫小牧や小樽，函館などから乗ることができま

　　　　　　　　　　　　　　　　す。飛行機とちがい時間

　　　　　　　　　　　　　　　　はかかりますが，多くの

　　　　　　　　　　　　　　　　物資や人を運ぶことがで

　　　　　　　　　　　　　　　　き，ゆっくりと旅を楽し

　　　　　　　　　　　　　　　　んだりできます。
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（５）北海道の特産物や観光の様子

　　　北海道には，多くの観光地や特産物があります。

　　　わたしたちの根室には，風蓮湖や納沙布岬，

　　根室車石などの『根室十景』があります。花咲ガニやオ

　　ランダ煎餅，エスカロップなども有名です。

　　　北海道の中心都市である札幌市には，札幌ドームがあ

　　り，雪祭りなどが行われています。また，札幌ラーメン

　　が有名です。

　　　都市それぞれの特色があります。全国的にも有名な観

　　光地も多く，２００５年に知床の自然が世界遺産として

　　登録されました。

（６）北海道のまちの様子

　●釧路市

　　　釧路市は，『釧路湿原』や『阿寒』の２つの国立公園

　　をはじめとしたゆう大な自然にめぐまれたまちです。特

　　別天然記念物の『タンチョウ』や，阿寒湖の『マリモ』

　　などの世界的にも貴重な自然があります。

　　　気候は１年を通してすずしく，

　　冬は雪が少ないのがとくちょうで

　　す。夏でも２０度にみたない日も

　　　　　　　　　　　あり，２５度

　　　　　　　　　　　以上の夏日も多くありません。６月

　　　　　　　　　　　から８月にかけては，霧が多く発生

　　　　　　　　　　　することもとくちょうで，『くしろ

　　　　　　　　　　　霧フェスティバル』も行われます。
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　　　また，酪農や林業などの産業も発達しています。特に，

　　広大な太平洋を生かしたさんまやニシンなどの水産業，

　　製紙やパルプなどの工業がさかんに行われています。

　　　そして，全国で唯一の石炭鉱業所が操業しています。

○人口：１８０，３３４人

○面積：１，３６２．７５km
2

○市の花：キンレンカ，エゾリンドウ，スズラン

○市の木：ハシドイ，エゾヤマザクラ，ナナカマド

○市の鳥：制定されていない

ゆい いつ そうぎょう

せい てい

こうぎょうしょ



　●帯広市

　　　帯広市は，十勝地方のほぼ中央に位置する都

　　市です。明治１６年に本格的な開拓がはじまり，

　　碁盤の目のように道路がつくられるなど，計画的なまち

　　づくりが進められてきました。

　　　気候は内陸部に位置するため，夏と冬，１日での気温

　　差がはげしいのがとくちょうです。１日の最高気温と最

　　低気温の差は，平均１０度くらいです。（＊東京・札幌

　　は約７度）夏は３５度をこえる猛暑日になり，冬はマイ

　　ナス２０度をこえる真冬日になることもあります。

　　　広大な十勝平野の自然を生かした農業が基幹産業とな

　　っています。小麦，ビート，ジャガイモ，あずき，大豆

　　などの畑作や，牛やぶた，とりなどの酪農・畜産がさか

　　んです。広い土地で，大きな機械を使って作物をつくり

　　ます。

　　　自然の恩恵をいかしてつくった，お菓子工場も多いの

　　がとくちょうです。

ほん かく てき かい たく
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おん けい

○人口：１６８，５９１人

○面積：６１８．９４km
2

○市の花：クロユリ

○市の木：シラカバ

○市の鳥：ヒバリ



　●岩見沢市

　　　岩見沢市は，石狩平野の東部にあります。市

　　内には，石狩川に合流する支流が数多く流れて

　　おり，橋の数も多くなっています。

　　　気候は，日本有数の豪雪地帯です。国からも，特別豪

　　雪地帯の指定を受けています。観測史上，もっとも深い

　　２０８cmの積雪も記録しています。

　　　かつては，石炭生産と輸送のための鉄道で発展したま

　　ちです。現在では，水稲作付面積・収穫量で北海道１位，

　　白菜作付面積・収穫量で北海道１位になるなど，農業が

　　

いわ み ざわ し

いし かり
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せつ ち たい かん そく
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　　主要な産業になっています。コメ，タマネギ，小麦など

　　も多くとれます。また，寒暖差の大きい気候が果物の生

　　産に適しているため，果樹園なども見られます。こうい

　　った農業がさかんに行われているので，農業の仕事をし

　　ている人たちは，北海道

　　でもトップクラスです。                                  

かん だん さ

てき か じゅ　えん

○人口：８７，７６５人

○面積：４８１．１０km
2

○市の花：バラ

○市の木：コブシ

○市の鳥：ハト 



　●小樽市

　　　小樽市は，石狩湾に面していて古い昔から港

　　湾都市として発展してきた都市です。歴史的な

　　建物も多く，小樽運河など，観光地としても有名です。

　　　気候は，夏はそれほど暑くはなく，３０度をこえる日

　　は平均５日ほどです。冬は，日本海側特有の気候で，北

　　海道の中でも雪が多く降りますが，寒さはそれほどきび

　　しくはなく，マイナス２０度まで冷えこむことはほとん

　　どありません。

　　　観光業がさかんであり，小樽運河をはじめとして，銀

　　鱗荘や鰊御殿などの歴史的な建造物があります。ガラス

　　工芸品やオルゴールなども有名です。明治から大正時代，

　　北海道の経済拠点だったため，運河沿いに倉庫や銀行な

　　ども見られます。
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○人口：１２７，７５２人

○面積：２４３．３０km
2

○市の花：ツツジ

○市の木：シラカンバ 

○市の鳥：アオバト



　

　●札幌市

　　　札幌市は，北海道で１番多くの人が住んでい

　　る都市です。北海道庁があり，政令指定都市に

　　も指定されています。全国の市の中でも４番目の人口で，

　　政治や経済の北海道の中心都

　　市です。

　　　市内には，路面電車や地下

　　鉄が走っていて，交通が便利

　　です。

　　　また，高速道路や鉄道，空港などの交通機関も整備さ

　　れ，北海道の各都市や全国の都市，海外の国々などとも

　　結びついています。そのため，観光業がさかんです。豊

せい れい し てい と　し

せい じ けい ざい

ちょう



　　　　　　　　　　　　かな自然を生かした雪祭りなどの

　　　　　　　　　　　　イベントや，時計台などの観光地，

　　　　　　　　　　　　ラーメンやスープカレーといった

　　　　　　　　　　　　有名な食べ物があります。また，

　　　　　　　　　　　　北海道日本ハムファイターズやコ

　　　　　　　　　　　　ンサドーレ札幌，レバンガ北海道

　　などのスポーツチームのホーム（札幌ドーム，札幌厚別

　　公園競技場，北海きたえーる）があり，全国的にも有名

　　なまちです。                                                

あつ べつ

きょう ぎ じょう

○人口：１，９１８，０９６人

○面積：１，１２１．１２km
2

○市の花：スズラン

○市の木：ライラック 

○市の鳥：カッコウ



　

はじめに

　　根室では，これまでに多くの野鳥や植物が観察されてい

　ます。どうして，たくさんの野鳥や植物が根室で見られて

　いるのでしょうか。その秘密をさぐってみましょう。

豊かな海

　　根室には毎年，流氷がやってきます。流氷がたくさんの

　栄養を根室の海に運んでくるので，春から夏にかけてプラ

　ンクトン（とても小さい生き物）が大発生します。

　　また，根室沖の海は，南から来る暖流（暖かい海流）と

　北から来る寒流（冷たい海流）がぶつかっています。

　　そのため，えさとなるプランクトンを求めて，北からも

　南からも多くの魚がやってきます。エトピリカなどの海鳥

　は，これらの魚をえさに繁殖します。
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　　また，魚たちを目当てに，アホウドリの仲間やミズナギ

　ドリの仲間が遠い南の海からやってきます。もちろん，ク

　ジラやイルカも魚を求め

　て，豊かな根室の海にや

　ってきます。

湖・干潟・湿地

　　根室には，いくつもの

　湖があります。中でも風

　蓮湖は，渡り鳥の集まる場所として有名です。海とつなが

　っている風蓮湖は，潮の満ち引きによって干潟ができます。

　干潟や浅瀬には，ゴカイや貝，カニ，水草など，鳥たちの

　えさが豊富にあります。秋と春に，オオハクチョウやガン，

　カモなどの渡り鳥が，千島列島を通ってシベリアと日本を

　行き来します。

　　秋に海を越えて渡ってきた鳥たちにとって，えさが豊富

　にある風蓮湖は，日本で最初の休息場所となります。逆に，

　春には海を渡る前の最後の休憩場所となるのです。

　　また，夏には，湖岸に広

　がる湿地や草原で，ノビキ

　タ，ノゴマ，ベニマシコな

　どの小鳥たちやタンチョウ

　も子育てをします。

　　そこで根室市では，人と

　自然が楽しくふれあうこと
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　のできる場所とするために，「根室市春国岱原生野鳥公園

　ネイチャーセンター」をつくりました。春国岱・風蓮湖は，

　２００５年（平成１７年）１１

　月に，ラムサール条約に登録

　され，湿地や水鳥の生息地を

　保全しています。

残された森

　　根室市内には，ミズナラやエゾ

　マツなどの大木がある森が一部で

　すが残されています。そのような

　森では，カラスほどの大きさのク

　マゲラ（キツツキの仲間）や，シ

　マフクロウ（世界最大のフクロウ）

　が暮らしています。

　　クマゲラは，大きな木に穴をあ

　けて子育てをします。また，シマ

　フクロウは，魚を食べるフクロウ

　で，大きな木にあいた穴に卵を産

　んで，その中で子育てをします。

　北海道で約１４０羽しか生息して

　いない絶滅の心配されるフクロウ

　です。どちらの鳥も，子育てをす

　るために大きな木が必要になりま

　す。
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平地の生き物から高山の生き物まで

　　根室の標高は，高いところで

　も８２．５ｍですが，ハクサン

　チドリ，シコタンキンポウゲ，

　ガンコウランなど，高い山の上

　でしか見られない植物が数多く

　見られます。カラフトルリシジ

　ミ（天然記念物のチョウ）も，

　ほかの場所では高い山の上で見

　られるチョウです。

　　もちろん，鳥に関しても同じことが言えます。コマドリ

　やルリビタキといった高山に生息する鳥たちが，根室では

　繁殖しています。

　　　　　　　　　　　　　　なぜ，高い山で見られる植物

　　　　　　　　　　　　　や生き物たちを根室で見ること

　　　　　　　　　　　　　ができるのでしょうか。それは，

　　　　　　　　　　　　　根室の寒い夏が原因です。植物

　　　　　　　　　　　　　が育つ６月から８月の間，根室

　　　　　　　　　　　　　は深い霧が出て気温が上がりま

　　　　　　　　　　　　　せん。そのため，根室の気温や

　　　　　　　　　　　　　環境は高い山とよく似ていて，

　高山で見られる植物や動物が暮らすことができるのです。

　もちろん，平地に暮らす植物や動物たちも，普通に見るこ

　とができます。
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きれいな花々

　　ノサップ方面には，ワタスゲ・エゾカンゾウ・クロユリ

　や，むらさきのじゅうたんをしきつめたように咲く，ヒオ

　ウギアヤメをはじめ数十種類の花がさく北方原生花園があ

　ります。

　　また，落石岬では，サカイツツジの自生地を見ることも

　できます。

ま　と　め

　　根室には，海，森，湿地，干潟，草原など，多くの生物

　たちが暮らしていくための環境が残されています。また，

　わたしたちにとってはやっかいな霧も，海に面した根室で，

　高山の生き物たちが暮らしていくために一役買っているの

　です。根室は，一か所で様々な場所に暮らす「生き物」と

　出会うことのできる場所なのです。

ほっ ぽう

じ せい ち



　　わたしたちの住む根室市は，北海道の東の方にあります。

　　市の西側は，酪農がさかんな別海町や浜中町に続いてお

　り，東側は，細長い根室半島になって，その先端に納沙布

　岬があります。そして，この岬から北東に海をながめると，

　目の前に小さな島や大きな島がうかんでいます。（歯舞群島） 

　　また，晴れた日には，国後島を見ることができます。こ

　れらの島々には，昔からたくさんの日本人が住み，魚など

　をとって平和に暮らしていました。でも，今は日本人は一

　人も住んでいません。そればかりか，自由に行き来するこ

　とができないのです。『北方領土』と呼んでいる島々は，

　歯舞群島，色丹島，国後島，択捉島の四島のことです。
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かいがらじま

い　ち

（１）島の位置と広さ

　　　歯舞群島は，納沙布岬からわずか３．７ｋｍしかはな

　　れていない貝殻島をはじめとして，水晶島・秋勇留島・

　　勇留島・志発島・多楽島などからなっています。色丹島

　　は，さらにその北東にある島です。歯舞群島と色丹島は，

　　　　　　　　　　　　　　　　大昔は，根室半島と地つ

　　　　　　　　　　　　　　　　づきでしたが，土地のか

　　　　　　　　　　　　　　　　んぼつなどによって離れ

　　　　　　　　　　　　　　　　島になったと言われてい

　　　　　　　　　　　　　　　　ます。島の多くは，ゆる

　　　　　　　　　　　　　　　　やかな丘になっていて，

　　　　　　　　　　　　　　　　沼やがけがあります。

　　　野付半島から１６ｋｍはなれているところにある国後

　　島の面積は１，４９９ｋｍ
2

で，別海町の面積よりも少

　　し広く，活火山の爺々岳が高くそびえています。択捉島

　　は，国後島の北東にあり，『北方領土』の島の中で最大

　　の島で，面積は３，１８４ｋｍ
2

で，散布山などの高い

　　火山が１０以上あります。

すいしょうとう あき　ゆ　り　とう

ゆ　 り　とう し　ぼつ とう た　らく とう

はな

おか

ぬま

ちゃちゃ だけ

の　つけはん とう

ちり っぷ やま

島　　名

歯舞群島

色 丹 島

国 後 島

択 捉 島

合　　計

同じくらいの場所

東京都の小笠原諸島（ ）

島根県の隠岐の島町（ ）

別海町（ ）

鳥取県（ ）

千葉県（ ）

面積（ ）

お　き



　　１９４１年（昭和１６年），日本は，アメリカを中心と

　する国々と第二次世界大戦（太平洋戦争）となり，１９４

　５年（昭和２０年）に日本は戦争に負けてしまいました。

　その直後，ソ連軍（ソビエト連邦，現在のロシア）が千島

　列島のみならず北方四島も次々と占領しました。１９４７

　年（昭和２２年）ころから，残っていた島の住民は日本に

　送り返されることになり，人々はソ連軍の船に乗せられて

　樺太（サハリン）まで連れて行かれ，そこから日本の船で，

　函館・稚内・小樽に上陸しました。人々は，とりあえず親

　せきや知人をたずねたり，役所の世話を受けたりして，一

れん ぽう げん ざい

せんりょう



　時しのぎをしましたが，大部分の人々は，島と特に関係の

　深かった根室に来ました。

　　終戦時，北方四島には約１７，０００人の日本人が暮ら

　していましたが，約半数の住民は漁船などで島を脱出して，

　根室などに来ました。

　　島を開拓するために努力してきた人々にとって大切なふ

　るさとなのに，現在では

　自由に島に行くことがで

　きず，その近くの海で自

　由に魚や海藻などをとる

　ことができないのです。

　　根室市は，これらの島

　に近く，漁業やくらしの

　うえで，大きなつながりを持っています。もっと大切なこ

　とは，『北方領土』と呼ばれているこれらの島々は，わた

　したちの国（日本）の領土なのです。

　　一日もはやく日本に還ってほしいというのが，心からの

　願いなのです。
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　□条約からみた北方領土

《日魯通好条約》

　　１８５５年（安政元年）２

　月７日，伊豆・下田で「日魯

　通好条約」が結ばれました。

　その第２条で，両国の国境を

　択捉島とウルップ島の間に定

　め，これにより歯舞群島・色

　丹島・国後島・択捉島の北方

　四島は，日本の領土であることが法的に確認されました。

　　また，樺太は両国民の混住の地と定められました。

《樺太千島交換条約》

　　１８７５年（明治８年）に

　条約を結び，千島列島をロシ

　アから譲り受けるかわりに，

　樺太全島の権利を放棄しまし

　た。

　　第２条で，譲り受ける千島

　列島として，シュムシュ島からウルップ島の１８島が列挙

　されています。このことから，北方四島は，ロシアから譲

　り受けた千島列島でないことがわかります。
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《ポーツマス条約》

　　１９０５年（明治３８年），

　日露戦争後に結ばれた条約で，

　樺太の北緯５０度以南の南樺

　太が日本の領土となりました。

《サンフランシスコ平和条約》

　　１９５１年（昭和２６年）

　９月８日に同条約に署名し，

　第２条Ｃ項で，日本は千島列

　島並びに樺太の請求権を放棄

　しました。しかし，千島列島

　には北方四島は含まれていま

　せん。

（択捉島が日本最北端です。）

《日ソ共同宣言》

　　ソ連がサンフランシスコ平和条約に署名していないため，

　日本とソ連の間で個別に平和条約を結ぶことになりました。

　　領土問題を含む平和条約交渉は，正常な外交関係がされ

　た後に継続するという合意のもと，１９５６年（昭和３１

　年）１０月１９日に「日ソ共同宣言」が署名され，国交の

　回復が図られました。

せいきゅう  けん



（２）島の自然

　　　北方領土の島の西側はオホーツク海に面し，東側は太

　　平洋に面していて，暖流（日本海流・黒潮）と寒流（千

　　島海流・親潮）が接しているところなので，気候に大き

　　なえいきょうを受けます。

　　　冬の平均気温はれい下５度前後で，雪は少なく，根室

　　とほとんど変わらない気候です。

　　　夏の気温は，平均１６度くらいです。これは，海霧

　　（ガス）のため日照時間が少なく，そのうえ，オホーツ

　　ク海から冷たい風が吹いてくるからです。

（３）島の資源と産業

　《漁　業》《漁　業》

　　　千島海域は水産資源

　　が豊かで，古くから世

　　界の３大漁場のひとつ

　　に数えられています。

　　　　　　　　　　　　　　　主な漁獲品は，サケ・マス

　　　　　　　　　　　　　　・ニシン・さんま・オヒョウ

　　　　　　　　　　　　　　・カレイ・マグロ・タラバガ

　　　　　　　　　　　　　　ニ（カニ類）・なまこ・ふじ

　　　　　　　　　　　　　　こ・エビ・ホタテ貝・ホッキ

　　　　　　　　　　　　　　貝・こんぶ・のり・ふのりな

　　どが缶詰・塩蔵・乾燥品などに加工されて，根室や函館

　　に集荷されたあと，国内各地に出荷されたり，外国にも

　　輸出されました。
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　　歯舞群島は主にこんぶ漁，

　色丹・国後・択捉島ではサ

　ケ・マス漁がさかんでした。

　サケやマス，カニや捕鯨

　（クジラ）などの漁業は，

　大きな会社が直営船や仕込

　み船によって漁獲され，工場で加工品に製造していました。

　特に，第一次世界大戦後は，漁具や漁法の改良や水産加工

　技術が向上し，水産業は大きく進歩しました。

《農　業》

　　夏は根釧地方よりも温暖なところもあるので，農作物を

　つくることができました。主な農作物としては，ばれいし

　ょ・大麦・小麦・そば・大根・白菜・ほうれん草などが生

　産されましたが，水産業が中心でしたので，農業を専業と

　する人はいなく，日常生活に必要な野菜類を栽培していま

　した。

《畜産業》

　　牧畜に適した気候でしたが，漁業の副業に馬を飼育する

　程度で，牧畜を専業とする人はいませんでした。馬は自然

　放牧されていて，じょうぶな馬が多く，１年に３００頭く

　らい農耕馬として本州各地に移出されていました。馬は，

※仕込み船

　事前に必要な資本や物を貸して，漁獲物で返させる方法で漁業する船

※直営船

　会社が自社の船で漁をする船
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　陸上の運搬のほか，漁船を巻き上げる仕事や，こんぶなど

　の生産物を運搬するのに使われました。

　　馬のほかには，牛・めん羊・きつねなどが飼育されてい

　ました。

《鉱　業》

　　千島火山帯に属する国後島・択捉島には，金・銀・銅・

　鉛・硫黄などの鉱物資源がありました。しかし，交通が不

　便で生産費が高くつくため，開発は進んでいませんでした。

　それでも，昭和に入ってからわずかながら生産していた鉱

　山がありました。

《林　業》

　　国後島・択捉島における林業は，水産業に次いでさかん

　でした。山林は，ほとんどが国有林です。

　　樹木の種類は，針葉樹のとど松・えぞ松・広葉樹のしら

　　　　　　　　　　かば・ならの木などでした。これらの

　　　　　　　　　　木材の大部分は，原木のまま根室や函

　　　　　　　　　　館方面に運ばれていました。

　　　　　　　　　　　島内の製材所では，建築材や魚箱材

　　　　　　　　　　として利用され，また，まきとして燃

　　　　　　　　　　料に使われたり，炭の原材料としても

　　　　　　　　　　利用されてい

　　　　　　　　　　ました。
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（４）島の人口

　　　島のおもな産業は水産業でしたから，住民の大部分は

　　漁業と，これにつながる仕事をして生活していました。

　　　昭和１５年の人口調査によると，４つの島で２，８７

　　７世帯，１５，５１２人でした。そのうち，水産業は２，

　　０７０世帯で，約７２％をしめていました。そのほか，

　　公務員・商業・鉱工業・運送業などがおもな職業でした。

　　　漁期には，根室や函館，本州方面から５，０００人以

　　上の出稼ぎの人が来たので，その時期はいちじるしく人

　　口が増加しました。これらの人々は，漁期が終わると工

　　場にわずかな人が越冬するだけで，あとは引きあげてい

　　ました。

（５）島の人々の生活

　　　島の生活に必要な日用品や郵便物などはもちろん，生

　　産物もすべて海上輸送でした。島の中は道路が不完全な

　　ため，おおかた海路にたよっていました。

　　　海上交通は，おもに根室や函館と結ばれ，船の大きさ

　　は５百トン級から千トン級のものが１，２せきありまし

　　たが，ほとんどは，４

　　０トンから７０トンく

　　らいのものでした。

　　　道路はせまく，坂が

　　急なため，馬の背に荷

　　をつけて，波打ちぎわの固い砂地を道路のかわりに通行 

　　していました。
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　　大正時代の終わりになると，北方領土にも町村制が整え

　られ，色丹島に１村，国後島に２村，択捉島に３村の合わ

　せて６村が置かれました。歯舞群島は，歯舞村（今の根室

　市）に属していました。

　　そのころの家は，ほとんどが木造，征屋根の平屋づくり

　の小さなものでした。

　　各村には小学校があり，

　その数は分教場も入れると

　３９校ありました。

　　島では，ごらく施設や映

　画館などはありませんでし

　たから，人々の楽しみは小学校の運動会や学芸会，地域の

　人々による演芸会などでした。中でも，１年に１回のお祭

　　　　　　　　　　　　りは，村じゅうをあげて，大変に

　　　　　　　　　　　　ぎやかに行われました。

　　　　　　　　　　　　　生活に必要な物は，船で運ばれ

　　　　　　　　　　　　ていましたから，暴風や流氷の時

　　　　　　　　　　　　期には，航海できなくなるので大

　　　　　　　　　　　　変困りました。

歯舞村（今の根室市に属している）

色丹村 

泊村　留夜別村

留別村　紗那村　蘂取村 

島　　　　名

歯 舞 群 島

色 　 丹 　 島

国 　 後 　 島

択 　 捉 　 島

村　　　　　　　　名
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　　食料品などは，翌年の春までの分を越冬用としてたくわ

　えておきました。新聞や郵便物などは，長い間とだえるこ

　とがしばしばありました。

　　一番困ったことは，急病人やけが人が出たときです。病

　院がきわめて少なく，医者も十数名と少なかったので，重

　病人は船で根室などに送られましたが，手当が間に合わな

　いこともしばしばありました。

　　このように，人々の生活は苦しいことや不便なことも多

　かったのですが，魚や木材など，豊かな資源にめぐまれて

　いたことから，生活が豊かで，島をふるさとに決めた人々

　は祖先の墓も建て，明るい希望を持って，いっしょうけん

　めいに努力していったのです。
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（６）北方領土の歴史

　　　北方の島々と北海道との間には古くから交通があり，

　　多くの交易が行われていました。当時の北海道を治めて

　　いた松前藩の記録の「新羅之記

　　録」によると，１６１５年（元

　　和元年）に，メナシ地方に住ん

　　でいたアイヌの人たちがラッコ

　　の皮を松前藩に貢物として送り，

　　松前藩はこれを徳川幕府に献上

　　したと記録されています。

　　　１６４４年（正保元年），松前藩が幕府に提出した地

　　図（正保御国絵図）には，知床半島と納沙布岬の東北に

　　大小３９の島々の中の３４の島には，「くなしり」，「え

　　とほろ」，「うるふ」などの名前が書かれていました。

　　　江戸幕府は，えぞ地や北方領土などの様子をくわしく

　　知るため，１７８５年（天明５年）から最上徳内を国後

　　島と択捉島に派遣し，現地の様子をくわしく調べさせま

　　した。

　　　また，１７９８年（寛政１０年）には，大規模な調査

　　隊を派遣し，近藤重蔵が最上徳内とともに択捉島にわた

　　り，「大日本恵登呂府」と書いた

　　標柱を建てました。

　　　さらに，１７９９年（寛政１１

　　年）には，　田屋嘉兵衛が国後・

　　択捉間に航路を開きました。この

　　ように，北方領土は昔から日本の領土なのです。
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（７）北方領土の日

　　　１８５５年（安政元年）２月７日，江戸幕府はロシア

　　帝国（現在のロシア）と「日魯通好条約」（国同士の約

　　束）を結びました。この条約で，日本とロシア帝国の国

　　境は，択捉島とウルップ島の中間とし，択捉島よりも南

　　の島々は日本の領土，ウルップ島より北の島々はロシア

　　帝国の領土と決めました。この条約により，歯舞群島・

　　色丹島・国後島・択捉島の北方領土は，日本の領土であ

　　ることが正式に決められたのです。

　　　そこで，この日にちなんで国が，２月７日を『北方領

　　土の日』としました。（１９８１年（昭和５６年））

　　　毎年この日には，「北方領土返還要求全国大会」（東

　　京都）や「『北方領土の日』根室管内住民大会」（根室

　　市）などが開かれています。

　　　『北方領土の日』以外にも，根室市では，「北方領土

　　返還要求根室市民大会」（８月）や「北方領土ノサップ

　　岬マラソン大会」（８月），「北方領土まで歩こう会」

　　（９月）を開催しています。

　　　国民みんなの願い

　　を訴えるこのような

　　運動を「北方領土返

　　還要求運動」といい

　　ます。

　　　北方領土返還要求

　　運動は，終戦の年（昭

　　和２０年１２年１日），当時の安藤石典根室町長が連合

あんせい

てい こく

こっ

にち　ろ　つう こうじょう やく どう　し

え　 ど　ばく　ふ

きょう

へんかん

うった

いし　すけ

かい さい



　　国最高司令官に対し，「四島は古くから日本の領土であ

　　り，地理的にも歴史的にも北海道に付随する。」との陳

　　述書の提出が始まりとされています。

（８）北方四島交流

　 　北方四島交流が始まるまでに

　　　北方領土問題の解決に向けて，日本とソ連（現在のロ

　　シア）との話し合いが戦後６０年以上続けられています。

　　昭和３１年（１９５６年）には，国と国との間で「日ソ

　　共同宣言」が交わされました。「平和条約」（国と国と

　　が戦争をせず互いに平和な関係を続けるという約束）を

　　結ぶことができたときには，北方領土の一部を日本に返

　　すというものでした。ソビエト連邦がロシア連邦という

　　呼び名に変わってからも，ずっと話し合いが続けられて

　　きています。

　 　北方四島交流とは

　　　北方領土はもともと日本の領土ですから，自由に北方

　　領土に行き来できるはずなのですが，現実には行き来で

　　きません。

　　　１９９１年（平成３年），ソビエト連邦のゴルバチョ

　　フ大統領が日本に来て話し合い，お互いにもっと自由に

　　交流しあえるように，「ビザ」がなくても相互に行き来

　　できることが決まりました。両国の住民が，お互いの立

　　場を理解し，本当に仲良くしていくために，北方領土の

　　問題を解決することが大切であることを確認するためです。
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　　　「ビザ」とは，外国へ入国するときに必要な「許可証」

　　のことです。両国の住民が訪問し合うときには，外務大

　　臣が出す「身分証明書」だけで行き来ができる仕組みに

　　しました。ビザがなくても相互に行き来できるので「ビ

　　ザなし交流」と呼んでいます。

　　　１９９２年度（平成４年度）

　　から２０１３年度（平成２５年

　　度）までの２２年間で日本から

　　北方領土を訪れた人は，２９５

　　回で１１，４７３人，北方領土

　　から日本を訪れたロシア人は，

　　２０７回で８，２８２人となっ

　　ています。

　 　北方四島交流のようす

　　　北方四島交流は，北方

　　領土の元島民やその子ど

　　も，孫のほか，「北方領

　　土返還要求運動」に関係

　　している人，報道関係者

　　や研究者などが参加でき

　　ます。

　　　日本を訪問したロシア人を泊めてあげた人も参加でき

　　ます。大人だけでなく，中学生や高校生が代表で行くこ

　　ともあります。

　　　北方領土では，役場や学校を訪ねたり，ロシア人との
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　　交流や，自然の様子を

　　見たりします。

　 　北方四島自由訪問

　　　北方四島への自由訪

　　問（故郷への訪問）は，

　　元島民及びその家族に

　　よる北方四島の居住地等への旅券・査証（ビザ）なしに

　　よる訪問があります。

　　　１９９９年（平成１１年）９月１１・１２日に第一陣

　　訪問団４４人が志発島を訪問以来，北方四島に毎年３〜

　　７回ほど実施されています。

（９）北方墓参の訪問

　　　１９６４年（昭和３９年）から北海道が主催して，北

　　方領土の島々にある日本人のお墓参りのために，元島民

　　　　　　　　　　　　　　や子孫が訪問できるようにな

　　　　　　　　　　　　　　りました。北海道が１年間に

　　　　　　　　　　　　　　数回行う墓参には，外務大臣

　　　　　　　　　　　　　　の発行する身分証明書だけで

　　　　　　　　　　　　　　参加することができます。２

　　　　　　　　　　　　　　０１３年度（平成２５年度）

　　　　　　　　　　　　　　まで９８回で，のべ参加者数

　　は，４，３００名（遺族は３，３２３名）に達しています。
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（10）安全操業

　　　北方四島・千島列島近海はよい漁場として知られ水産

　　業が発達し，北方四島の人々はもちろんのこと，根室の

　　人々の生活を支えてきました。根室の多くの漁民は，戦

　　前より貝殻島周辺はこんぶの好漁場で，こんぶをとって

　　生計をたてていました。水産資源が豊かなことは今も変

　　わりなく，とても大切な漁場です。領土の沿岸から３海

　　里（約５．５ｋｍ）がその国の主権が及ぶ領海でしたが，

　　１２海里（約２２ｋｍ）までの海域がその国の領海とな

　　りました。

　　　納沙布岬からわずか３.７

　　ｋｍの距離ですが，ロシ

　　アが主張する領海となっ

　　ているので，危険をおか

　　してまでも出漁するとだ

　　捕されてしまいます。最

　　初にだ捕されたのは，１９４６年（昭和２１年）に多楽

　　島付近を航行していた根室の漁船でした。毎年だ捕が続

　　いて，千隻以上の漁船がソ連の監視船にだ捕され，８千

　　人以上の漁船員が取り調べを受けました。漁船員は，取

　　り調べや裁判にかけられて，刑の期間が終わると，日本

　　の巡視船が引き取りに行きます。

　　　不幸にして長い間抑留されると，残された家族の生活

　　は苦しくなり，船主もまた，大切な漁船を失いますので，

　　再び船を用意して漁を始めるためには，大変な苦労にな

　　っていました。そのために，国や北海道・根室市では，
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　　だ捕見舞金などいろいろな制度をつくって援助やはげま

　　しの手をさしのべていましたが，十分に補うことができ

　　ません。そこで，国・北海道・市町村・水産関係団体で

　　は，安全に出漁する方法（安全操業）をいろいろ考え，

　　機会あるごとに話し合いが持たれています。

　　　漁民の生活を守るために，ソ連と漁業問題について交

　　渉を重ねるなど努力した結果，協定が結ばれました。こ

　　の協定の内容は，魚をとる場所が指定されたり，魚の種

　　類や漁獲する量の制限，出漁するための手続きなどがあ

　　り，思うように魚をとることができません。

　　　漁民の安全操業を願う声が高まる中，１９６３年（昭

　　和３８年）に，大日本水産界の高崎達之助会長が中心と

　　なってソ連と話し合いが持たれて，日本の漁船が貝殻島

　　付近で安全操業できる「日ロ間昆布採取協定」が結ばれ

　　ました。２０１２年度（平成２４年度）は，操業隻数は

　　２６２隻，４，１４４トンのこんぶ採取量でした。

　　　１９７７年（昭和５２年）７月，日本も領海を３海里

　　から１２海里とし，漁業専管水域も２００海里と決めま

　　したが，ロシアの２００海里の線引きが大きくちがって

　　いるので，北方四島周辺で安心して操業できるように，

　　早期の解決が望まれています。

み　まい きん

こん　ぶ　さいしゅ

せん　かん

せき



（11）北方領土のこれから

　　　北方領土が間近に見えるまち「根室」は，北方領土と

　　深く関わっています。街には，ロシア語の看板もありま

　　す。ロシアの人を見かけたこともあるでしょう。

　　　北方領土は日本の領土なのですが，ロシアに占領され

　　ていること，つまり「北方領土問題」は６０年以上の長

　　い間，解決されずに今に至っています。

　　　しかし，今は北方四島交流などでお互いをよく知ろう

　　としています。また，日本とロシア両国間でたびたび話

　　し合いが持たれ，問題の解決に向かっているのです。

　　　わたしたちがやらなければならないことは，まず，「北

　　方領土を知る」ことです。北方領土の歴史や北方領土に

　　住んでいるロシア人の考えを知ることです。また，豊か

　　な自然，魚の資源などをお互いに大切にするなど，様々

　　な見方も必要になってきています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いつの日か北方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　領土が還り，自由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に行き来でき，日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人もロシア人も，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みんなが幸せにな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る日を夢見て，勉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強していくことが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大切です。

まちかか かんばん

せんりょう

かいけつ いた

む

かえ

ゆめ



【北方領土学習に使える資料（一例）】

○『われらの北方領土（本編・資料編）２０１２年版』〔外務省〕

○『四島くん，領子ちゃんものしり博士の北方領土とは』

　　〔内閣府北方対策本部企画調査係〕

○『われらの四島の思い出』〔北方領土復帰期成同盟〕

○『北方領土ってどんなところ？』〔北方領土復帰期成同盟〕

○『小学生のよみもの「ほっぽうりょうど」』〔北方領土復帰期成同盟〕　

○『小学生用北方領土学習資料　２０１３年版』〔北方領土復帰期成同盟〕

○『日本の領土「北方領土」』〔根室市・北方領土問題対策協会〕

○『「四島とわたし」絵本コンクール』（北方領土隣接地域振興根室管内市町連絡協議会）

○『四島ばなし（ＤＶＤ）〜島民は語る！！想いは今も（歯舞群島・色丹島・

　国後島・択捉島編）』（北方領土問題青年会議）

○『小学生のためのほっぽうりょうど（ＤＶＤ）』（北方領土復帰期成同盟）

し　ま りょうこ


